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新
年
の
ご
挨
拶

本
日
は
晴
天
な
り
！

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
本
年
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
月
一
日
に
は

新
天
皇
が
即
位
さ
れ
年
号
が
改
ま
り
ま
す
。
ま
た
十
月
に
は
消
費
税
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　一
方
職
場
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
な
変
化
を
求
め
ら
れ
る
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
最
も
皆
様
の
関
心
が
高
い
も
の
は
働
き
方
改
革
関
連
法
案
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
い
よ
い
よ
本
年
四
月
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
所
の
規
模
な
ど
に

よ
り
必
要
な
対
応
や
導
入
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
事
業
所
ご
と
に
必
要
な
対
応
や
そ
の
時

期
に
つ
い
て
ご
確
認
頂
き
計
画
的
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る
様
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
こ
れ

に
関
連
し
ま
し
て
私
ど
も
の
三
本
柱
で
あ
る
健
康
診
断
、
作
業
環
境
測
定
、
産
業
医
・
保

健
師
活
動
は
更
に
重
要
な
役
割
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
最
新
の
情
報
を
入
手
し
体
制
を
整
え
全
力
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
事
で
す
が
、
新
し
い
一
年
の
目
標
の
一
つ
に
運
動
時
間
を
増
や
す
と
い
う
事
を
設
定

し
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
真
剣
に
ロ
コ
モ
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
昨
年
十
月
の
弘

報
を
参
照
く
だ
さ
い
）
予
防
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
最
低
限
現
在
の
筋
肉

を
維
持
で
き
る
、
あ
る
い
は
頑
張
っ
て
筋
肉
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
運
動
量
を

増
や
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
色
々
な
目
標
設
定
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
ぜ
ひ
健
康
に
関
す
る
目
標
も
一
つ
加
え
て
頂
き
健
康
な
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　さ
て
、
今
年
の
干
支
は
己
・
亥
（
つ
ち
の
と
・
い
）
の
年
だ
そ
う
で
す
。
己
は
草
木
が
十

分
に
生
い
茂
っ
て
整
然
と
し
て
い
る
状
態
、
亥
は
草
木
が
枯
れ
落
ち
て
、
種
の
内
部
に
草

木
の
生
命
力
が
こ
も
っ
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。
一
方
最
近
、
何
か
と
悪
者

扱
い
さ
れ
て
い
る
猪
で
す
が
本
来
猪
肉
は
栄
養
価
が
高
く
病
気
予
防
に
な
る
こ
と
か
ら
、

無
病
息
災
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
風
水
で
も
猪
は
、
無
病
息
災
の
象
徴

で
、
目
標
に
向
か
っ
て
猛
進
し
て
い
く
人
を
助
け
る
「
火
の
神
の
化
身
」
と
さ
れ
て
い
る
と

の
事
で
す
。
己
・
亥
の
今
年
は
健
康
な
毎
日
を
送
り
、
次
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ
か
り
蓄

え
る
こ
と
が
で
き
る
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
安
全
・
健
康
で
充
実
し
た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー 

所
長
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労働安全衛生関係

免許試験日程
平成31年２月から４月までの間
に当センターで実施する学科試験
の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
http://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

４月

16

10
10
10

19

23
23

5

２月

15
20
1
1
14
21
7・21

5・19
5・19

8

３月

6

14
14

5

9・20
9・20

7

★には、更に実技試験があります。
平成31年

★
★

★

★
★

労働災害－災害事例・統計－
本日は晴天なり！

13
14

新年のご挨拶
安心して働くための「無期転換ルール」とは？

3
9

新年を迎えて
第31回岡山県ゼロ災運動研究集会を開催
墜落制止用器具を用いて行う作業に係る業務に係る
特別教育のご案内
年末年始労働災害防止決起大会（倉敷）
年末年始労働災害防止推進大会（笠岡）
中小企業無災害記録証を授与
平成30年度労務管理講習会のご案内

2
4
4

5
5
6
7
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新年のご挨拶
岡山労働局長
　     千 葉 登 志 雄

一般社団法人岡山県労働基準協会　　　
　会長  晝 田 眞 三

　旧年中、一般社団法人岡山県労働基準協会並びに
会員の皆様方におかれましては、岡山労働局の行政
運営に当たり、格別のご理解ご協力を賜りましたこ
とを、厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年の岡山県内の景気は、基調的には緩や
かに拡大しつつあり、雇用情勢は、昨年10月時点の
有効求人倍率が1.96倍と高水準を維持しております。
このような雇用情勢の改善に伴い、介護・医療・保
育といった保健衛生分野や建設・運輸分野などでの
人手不足は、全産業へ広がりを見せております。
　岡山労働局では、このような労働力不足に対応
し、さらに今後の少子高齢化社会に対応していくた
め、女性・障がい者・高齢者など、誰もが活躍する
ことが出来る全員参加型社会の実現を目指し、雇用
管理改善による職場の魅力向上、潜在求職者の掘り
起しや綿密な職業相談によるマッチング強化、ま
た、労働者個々の能力を高め、さらなるキャリア
アップを図る等、引き続き、人材の確保・育成対策
を総合的に推進してまいります。
　一方、昨年７月６日、働き方改革を推進するため
の関係法律の整備に関する法律（平成30年法律第71
号）が公布され、本年４月以降、主な事項が順次施
行されることとなっております。
　岡山労働局では、その円滑な施行のため、昨年４
月に労働基準監督署に新たに設置した労働時間相
談・支援班の活動等を通じて法律の周知を徹底する
ほか、関連する具体的な取組を推進するなど、引き
続き、「岡山働き方改革推進本部」における検討状
況を踏まえ、働き方改革が岡山県内に着実に根付く
よう取り組んでまいります。
　とりわけ、長時間労働の是正は働き方改革の大き
な柱であり、脳・心臓疾患などに係る労災請求件数
も高止まりの状況にあることから、引き続き、長時間
労働が疑われる事業場への監督指導や36協定の適正

化指導などを徹底してまいります。
　次に、労働災害の発生状況についてですが、近年
は緩やかな減少傾向にありましたが、平成29年に一
転、死傷災害、死亡災害とも大幅な増加となりまし
た。平成30年に入ってからは、死亡災害は前年に比
べて多少減少しているものの、死傷災害は前年を上
回り増加傾向のまま推移しており、労働災害の防止
が重要な課題となっております。
　近年の傾向としては、経験年数５年未満の労働者
や高齢者の労働災害が増加しており、実効ある安全
衛生教育を継続的に実施すること、各管理者が組織
の中で職務を的確に果たすこと、高齢者が働きやす
い環境を整備することなどが労働災害を減少させる
ポイントと考えられます。
　このような状況の中、岡山労働局においては、平
成30年度から５年間で推進する「第13次労働災害防
止推進計画」を策定し、この計画に基づき、重点業
種ごとの災害防止対策や転倒災害等の全業種にわた
る災害防止対策に取り組んでいるところであり、貴
協会をはじめ、労働災害防止団体や業界団体等、関
係者の皆様方との連携により、安全・安心な職場づ
くりに努めてまいります。
　また、医療の進歩により、労働者の３人に１人が、
がん等の病気の治療を続けながら働ける時代となっ
た現在、治療を続けながら安心して働き続けること
が可能な環境づくりは大きな課題となっており、働
き方改革実行計画の中でも、重要な取組事項と位置
付けられております。こちらについても、関係機関等
と一層の連携を図り、治療と仕事の両立の支援が効
果的なものとなるよう取り組んでまいります。
　一般社団法人岡山県労働基準協会の会員の皆様方
におかれましては、これらの各種施策にご理解を賜
りますとともに、引き続き、ご協力の程、お願い申し
上げます。
　最後になりましたが、貴会並びに会員の皆様方の
今後の益々のご発展とご健勝を心から祈念申し上げ
まして、新年のご挨拶といたします。

明けまして
　　　おめでとうございます。

新年を迎えて

　会員の皆様方におかれましてはつつがなく新しい
年をお迎えのこととお慶び申しあげます。
　旧年中は当協会の事業運営に格別なご支援ご協力
を賜り、事業活動も順調に行うことができましたこ
とを厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年は、西日本豪雨や北海道・大阪の地震
などの自然災害が多く発生したため、日本漢字能力
検定協会が2018年の世相を１字で表す「今年の漢
字」として「災」を発表しましたが、岡山県内にお
いても豪雨災害で多くの方が被災されました。改め
てお見舞い申し上げますとともに、本年は、このよ
うな災害がないことを心より願うところです。
　ところで、昨年６月に働き方改革関連法が成立し、
労働基準法、労働安全衛生法関係では、時間外労働
の上限規制、年次有給休暇の最低５日の取得を使用
者に義務付け、産業医・産業保健機能の強化などの
改正がなされました。
　また、パート・有期労働法では、正規雇用労働者
と非正規雇用労働者間の不合理な待遇差を解消する

ことが求められています。
　一方、労働災害は、昨年も一昨年と比べ増加して
おり、労働災害防止についても喫緊の課題となって
います。
　これらの法改正に係ることや労働災害防止に関す
ることにつきましては、岡山労働基準弘報や各種講
習会等の行事を通じて、情報提供をさせていただき
ますが、皆様方におかれましても、当協会を利用活
用していただきますようお願い申し上げます。
　当協会は、「地域に調和し、地域の企業に貢献し
ます」の理念のもと、各種安全衛生教育事業、健康
診断事業、作業環境測定事業、労働保険事務組合事
業、相談業務を行い、今後とも会員事業場の方々に、
少しでもお役にたてるサービスの提供を行うこと
で、職員一同更なる会員事業場と協会利用者の満足
度の向上に努めてまいりますので、一層のご支援ご
鞭撻を賜りますようお願い申し上げます。
　最後になりましたが、新しい年が皆様方にとって
良い年になりますよう祈念申しあげまして年頭の挨
拶とさせていただきます。

新年明けまして
　　　おめでとうございます。
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新年のご挨拶
岡山労働局長
　     千 葉 登 志 雄

一般社団法人岡山県労働基準協会　　　
　会長  晝 田 眞 三

　旧年中、一般社団法人岡山県労働基準協会並びに
会員の皆様方におかれましては、岡山労働局の行政
運営に当たり、格別のご理解ご協力を賜りましたこ
とを、厚くお礼申し上げます。
　さて、昨年の岡山県内の景気は、基調的には緩や
かに拡大しつつあり、雇用情勢は、昨年10月時点の
有効求人倍率が1.96倍と高水準を維持しております。
このような雇用情勢の改善に伴い、介護・医療・保
育といった保健衛生分野や建設・運輸分野などでの
人手不足は、全産業へ広がりを見せております。
　岡山労働局では、このような労働力不足に対応
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化指導などを徹底してまいります。
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今後の益々のご発展とご健勝を心から祈念申し上げ
まして、新年のご挨拶といたします。

明けまして
　　　おめでとうございます。

新年を迎えて
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　旧年中は当協会の事業運営に格別なご支援ご協力
を賜り、事業活動も順調に行うことができましたこ
とを厚く御礼申し上げます。
　さて、昨年は、西日本豪雨や北海道・大阪の地震
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年末年始労働災害防止決起大会年末年始労働災害防止決起大会
　平成30年12月18日、ライフパーク倉敷大ホールにおいて倉敷支部並びに水島地区安全衛生協力会連絡協議会（水安協）
による年末年始労働災害防止決起大会が、管内の安全衛生管理者等約180名の参加者を前に開催されました。
 まず、黒木水安協会長（ＪＦＥスチール倉敷安全衛生協力会会長）の開会挨拶、来賓として倉敷労働基準監督署の山本
署長からの祝辞に続き、高橋安全衛生課長による「年末年始の災害防止」について、行政からの指導がありました。続い
て㈱シンニチロ水島事業所コークス部炉上グループ班長の大内田一生氏に本年10月、横浜市で開催された全国産業安全衛
生大会の安全衛生教育分科会で発表された「安全教育における理解度向上プログラム」～時代とともに進化する人材育成

～について発表いただきました。特別講演では、太
陽綜合法律事務所の代表弁護士 近藤弦之介氏、弁
護士 馬場幸三氏及び永山皓太氏から「企業災害と
事故の予防・リスクマネジメント」と題した講演を
いただきました。最後に、山下水安協副会長（サノ
ヤス水島事業協同組合理事長）からの大会宣言案が
全員の拍手で採択され、水安協顧問・幹事全員によ
る安全コールのあと前田水安協副会長（三菱ケミカ
ル㈱工事安全衛生協力会会長）の閉会挨拶で幕を
閉じました。
 会場では、今年度会員から寄せられた水安協好事
例・好管理事例のパネル展示と安全衛生保護具・用
品等の展示コーナーも設け、充実した大会となりま
した。

笠 岡 支 部

年末年始労働災害防止推進大会年末年始労働災害防止推進大会

　本年は平成30年12月13日に年間行事である「年末年始労働災害防止推進大会」を開催しました。「年末年始無災害運
動」は働く人たちが年末年始を無事故で過ごし、明るい新年を迎えることができるようにという趣旨で、昭和46年から厚
生労働省の後援のもと、中央労働災害防止協会が主唱する運動で、今年で48回目を迎えます。
　笠岡支部では毎年この年末年始無災害運動の期間中に、年末年始労働災害防止推進大会を開催し、各事業場と共に、
「労働災害ゼロ」、「交通災害ゼロ」を目指し取組んでいます。
　笠岡労働基準監督署からは金武署長にご挨拶を頂いた後、片島産業安全専門官から、「年末年始の労働災害防止につ
いて」と題し、非定常作業で多く発生する労働災害や転倒災害の特徴等、労働災害防止に関する内容や産業医に関する
情報等のご指導を頂きました。
　笠岡警察署からは交通課の吉國係長より、交通事故の発生状況の説明及びDVD「安全への道」の上映を通して、年末
年始の交通事故防止に対する注意点・心得をご指導頂きました。
　最後に特別講演では、企業で安全部門を担当されている中川先
生より、『安全への思いと取り組みについて』というテーマで、
過去にご自身が実践された交通安全に関する活動、組織安全に関
する活動、後輩に伝える活動等をご講演頂きました。不安全行動
を見逃さず、災害の発生原因を予測し、事前に対策して習慣化す
ることにより安全が確保出来る仕組みづくりを学びました。
　この「年末年始労働災害防止推進大会」を機に、平成31年度も
「安全最優先」で「労働災害ゼロ」、「交通災害ゼロ」に取組ん
で参ります。

倉敷支部・水島地区安全衛生協力会連絡協議会

第31回岡山県ゼロ災運動研究集会を開催第31回岡山県ゼロ災運動研究集会を開催

詳細は、当協会ホームページにおける新着情報をご確認いただくか、
当協会（TEL０８６－２２５－３５７１）までお気軽にお問い合わせください。

お待たせいたしました！

   

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           を開催します

　（一社）岡山県労働基準協会
並びに安全衛生委員会による第
31回岡山県ゼロ災運動研究集会
が12月７日（金）ライフパーク
倉敷（倉敷市福田町古新田940）
において、県内事業場の安全衛
生担当者等130名参加のもと開
催しました。
　本集会は、司会の池上委員
（エコシステム山陽㈱）の音頭
による全員参加のゼロ災コール
に続き、牛草委員（三菱自動車工業㈱水島製作所）の開会あいさつで幕を開けました。
　今回の実践事例は、「平成30年度岡山労働局長表彰」を受賞された事業場から２社の取り組み
を紹介いただきました。
　事例発表１では、タカナシ乳業㈱第一生産部岡山工場の秋山稔
之管理課長から「ゼロ災への取組み」をテーマに、事例発表２で
は、㈱東洋紡カンキョーテクノ取締役の阪本浩岡山工場長から

「当社の安全衛生の取組み」～岡山
の会社として、東洋紡グループとし
て～をテーマに、各社で行われてい
る安全衛生に関する様々な取り組み
について説明をいただきました。
　特別講演では、（一社）日本きらめき協会代表理事、㈱きらめき
労働オフィスの角井孝次代表から「ゼロ災に向けての自分の怒りの
感情をコントロールするアンガーマネジメント」をテーマに講演を
いただきました。

　怒りのしくみを理解し、うまくコントロールすることができれ
ば労働災害の防止に応用することができるという、このいくつか
の手法を、具体例を用いて、時には参加者に質問を投げかけなが
ら進行いただくことで理解が深まり、多くの参加者が真剣にメモ
をとる光景が見受けられ、大変有意義な講演でした。
　最後に、森安委員（三井造船特機エンジニアリング㈱）の閉会
あいさつで、盛会のうちに幕を閉じました。

角井孝次 氏

秋山稔之 氏

阪本浩 氏
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について説明をいただきました。
　特別講演では、（一社）日本きらめき協会代表理事、㈱きらめき
労働オフィスの角井孝次代表から「ゼロ災に向けての自分の怒りの
感情をコントロールするアンガーマネジメント」をテーマに講演を
いただきました。

　怒りのしくみを理解し、うまくコントロールすることができれ
ば労働災害の防止に応用することができるという、このいくつか
の手法を、具体例を用いて、時には参加者に質問を投げかけなが
ら進行いただくことで理解が深まり、多くの参加者が真剣にメモ
をとる光景が見受けられ、大変有意義な講演でした。
　最後に、森安委員（三井造船特機エンジニアリング㈱）の閉会
あいさつで、盛会のうちに幕を閉じました。

角井孝次 氏

秋山稔之 氏

阪本浩 氏
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岡山県労働基準協会 検索

平成30年度 労務管理講習会のご案内

　当協会では、標記講習会を下記のとおり開催いたしますので、ご都合の良い日程・テーマでご受講ください。
使用者、人事・労務管理担当者をはじめ、多数の方にご参加いただきますようご案内申し上げます。

平成30年度 労務管理講習会のご案内

1．日　程・テーマ
日　　程 時　間 テーマ・講　師

記

平成31年
２月８日（金）
玉野市
　総合保健福祉センター
（玉野市奥玉1－18－5）

13：30～
14：30

14：40～16：10

挨拶　　　　　 　　 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「働き方改革について」 第一方面主任監督官　岡　本　敦　子 氏
特別講演「労務管理に生かしたいアンガーマネジメント講座」
フリーアナウンサー／アンガーマネジメントファシリテーター 　中　村　恵　美 氏

２月14日（木）
津山市総合福祉会館
　中会議室

（津山市山北520）

13：00～13：40
13：40～14：40

15：00～16：30

挨拶　　　　　 　　　　　　　 倉敷労働基準監督署長　山　本　正　晴 氏
監督署指導「監督指導から見る労務管理上の問題点」　 　　 

第一方面主任監督官　三　見　明　弘 氏
特別講演「働き方改革と人材確保について」

社会保険労務士／あきた労務管理事務所長　穐　田　恒　雄 氏

２月14日（木）
和気商工会
（和気郡和気町尺所２）

13：35～13：45
13：45～14：45
15：00～16：30

挨拶        　　　　　　　　　　　　津山労働基準監督署長　間　野　啓　二 氏
監督署指導「労働基準法改正等について」 　　監督課長　小　林　基　広 氏
特別講演「セクハラ・パワハラ等の防止について」

　　　　　　　　　～“働きやすい職場環境づくり”のために～
　　　　　社会保険労務士／あきた労務管理事務所長　穐　田　恒　雄 氏

２月14日（木）
岡山県労働基準協会
　笠岡支部
（笠岡市四番町５－18）

13：30～13：40
13：40～14：30
14：40～16：10

挨拶    　　　　　 　　 　　　 笠岡労働基準監督署長　金　武　邦　洋 氏
監督署指導「改正労働基準法について」 監督・安衛課長　宮　川　晋太郎 氏
特別講演「メンタルヘルスセミナー」～レジリエンスを鍛える～
岡山産業保健総合支援センター  メンタルヘルス対策促進員　秋　鹿　悦　子 氏

２月13日（水）
ＪＦＥスチール㈱
　広江クラブ
（倉敷市広江４－１－１）

13：35～13：40
13：40～14：10

14：20～16：30

挨拶    　　　　　 　　　　　　　   和気労働基準監督署長　犬　塚　浩　司 氏
監督署指導「監督指導結果から見た労務管理上の留意点について」 

監督・安衛課長　矢　木　めぐみ 氏
特別講演
第１部「働き方改革セミナー」～ここが変わるポイントと注意点～
第２部「これからの時代の人材定着について」

　　　　　　　　～早期離職を防止して定着を図る方法～
　　　合同会社成川経営サポート／特定社会保険労務士　成　川　彰　浩 氏

２月27日（水）
岡山県安全衛生会館
（岡山市南区山田　　　

2315－4）

13：35～13：40
13：40～14：50

15：00～16：30

挨拶      　　　　　　　　　　　 新見労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏
監督署指導「法改正を踏まえた労務管理について」 

監督・安衛課長　景　山　恒　平 氏
特別講演「労務管理の基礎」～働き方改革へのＳＴＥＰ～

特定社会保険労務士／神田労務コンサルティング　神　田　　　豪 氏

２月22日（金）
まなび広場にいみ
　小ホール
（新見市新見123－2）

13：30～
14：30

14：40～16：50

挨拶　　　　　 　　 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「働き方改革について」 第一方面主任監督官　岡　本　敦　子 氏
特別講演「小さな会社で儲かる生産性向上対策」

　　　　　一般社団法人岡山県中小企業診断士会  理事　大　西　　　修 氏

一般社団法人岡山県労働基準協会

岡山労働基準弘報12月号において会員受講料の表記に誤りがありました。お詫び申し上げます。

　この度は弊社岡山事業所に中小企業無災害記録証(銅賞)を授与頂き、誠にありがとうございます。
　弊社は精密測定機器、半導体及び液晶製造関連装置の製造・販売及び回転機器メンテナンスを行っている会社です。
　弊社では通常の安全活動以外に、『全従業員参加』型の安全活動も行っております。それは全従業員より安全標語や
ヒヤリハット、健康雑学を募集し、それを全社で共有する活動で、業務以外の面からも安全に目を向けてもらい、意識
向上に繋げております。今回の表彰はこれら長年にわたる活動が従業員一人一人に定着し、日々の業務にまでしっかり
浸透している成果だと大変うれしく思います。
　今後もこの銅賞に満足することなく、次は銀賞、金賞を頂けるよう、日々の安全衛生活動を徹底
させ、無災害記録を継続していきたいと思います。　　　

中小企業無災害記録証が授与されました！！
大宮工業株式会社岡山事業所（笠岡市みの越１）

三和技建株式会社（岡山市南区泉田３７６－１）

宮地 英治 代表取締役社長からのメッセージ

　この度は、進歩賞を授与いただきありがとうございます。
　無災害は会社が築いたものと表現するのではなく、会社と従業員が一緒になって築き、積み重ねた日々が形になったのだと思います。会社
はこれと言って、日々厳しい指導や座学等を行ってきたわけではありません。ただ、シンプルな当たり前のことを従業員と考え、行ってきた
結果だと思います。
　会社は、ごく一般的な指導をし、加えて、有給休暇の取得においての配慮、労務時間の管理、育児休暇、育児休業の周知や取得しやすい環
境の整備、子供のイベント、行事においての半期に一度のヒアリングと休暇予定表の作成、オンタイムとオフタイムが充実し、従業員とその
家族が安心して働ける職場環境の整備を常に行っておりました。また、従業員は各自が実作業における、安全への取り組みに最大限の努力を
し、日々取り組んできたことが結果になったのだと思います。従業員と会社の二人三脚は、どちらがおろそかになってもその歩みを止めてし
まうかもしれません。安全に対しての意識を日々継続し、努力し、さらなる進歩と成長を感じ取れる彼、彼女達をいつも
誇りに思っています。～夢を形に～　従業員と日々を積み重ねてこれからも無災害に取り組んでいきます。

茅野 匠 代表取締役からのメッセージ

宮地代表取締役社長

茅野代表取締役

　同社では、平成23年３月28日から無災害を継続し、平成28
年11月22日に記録（第三種・銅賞・1,500日）を見事達成し、
本年９月に中小企業無災害記録証を申請されました。このた
び、11月１日付けでその交付が決定し、12月19日、岡山県労
働基準協会において記録証の伝達式が行われました。
　伝達式では、同社 宮地 英治 代表取締役社長に記録証と記
念品が手渡されました。
　申請事業場の業種は一般機械器具製造業、次回の「第四
種・銀賞・2,250日」も達成されますことを祈念いたします。

　同社では、平成21年９月11日から無災害を継続し、平成30
年７月20日に記録（第二種・進歩賞・2,300日）を見事達成
し、本年９月に中小企業無災害記録証を申請されました。こ
のたび、11月１日付けでその交付が決定し、12月10日、岡山
県労働基準協会において記録証の伝達式が行われました。
　伝達式では、同社 茅野 匠 代表取締役に記録証と記念品が
手渡されました。
　申請事業場の業種は機械修理業、次回の「第三種・銅賞・
3,450日」も達成されますことを祈念いたします。



（　）（　） ３１.１. 15 ３１.１. 15６ ７─岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

岡山県労働基準協会 検索

平成30年度 労務管理講習会のご案内

　当協会では、標記講習会を下記のとおり開催いたしますので、ご都合の良い日程・テーマでご受講ください。
使用者、人事・労務管理担当者をはじめ、多数の方にご参加いただきますようご案内申し上げます。

平成30年度 労務管理講習会のご案内

1．日　程・テーマ
日　　程 時　間 テーマ・講　師

記

平成31年
２月８日（金）
玉野市
　総合保健福祉センター
（玉野市奥玉1－18－5）

13：30～
14：30

14：40～16：10

挨拶　　　　　 　　 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「働き方改革について」 第一方面主任監督官　岡　本　敦　子 氏
特別講演「労務管理に生かしたいアンガーマネジメント講座」
フリーアナウンサー／アンガーマネジメントファシリテーター 　中　村　恵　美 氏

２月14日（木）
津山市総合福祉会館
　中会議室

（津山市山北520）

13：00～13：40
13：40～14：40

15：00～16：30

挨拶　　　　　 　　　　　　　 倉敷労働基準監督署長　山　本　正　晴 氏
監督署指導「監督指導から見る労務管理上の問題点」　 　　 

第一方面主任監督官　三　見　明　弘 氏
特別講演「働き方改革と人材確保について」

社会保険労務士／あきた労務管理事務所長　穐　田　恒　雄 氏

２月14日（木）
和気商工会
（和気郡和気町尺所２）

13：35～13：45
13：45～14：45
15：00～16：30

挨拶        　　　　　　　　　　　　津山労働基準監督署長　間　野　啓　二 氏
監督署指導「労働基準法改正等について」 　　監督課長　小　林　基　広 氏
特別講演「セクハラ・パワハラ等の防止について」

　　　　　　　　　～“働きやすい職場環境づくり”のために～
　　　　　社会保険労務士／あきた労務管理事務所長　穐　田　恒　雄 氏

２月14日（木）
岡山県労働基準協会
　笠岡支部
（笠岡市四番町５－18）

13：30～13：40
13：40～14：30
14：40～16：10

挨拶    　　　　　 　　 　　　 笠岡労働基準監督署長　金　武　邦　洋 氏
監督署指導「改正労働基準法について」 監督・安衛課長　宮　川　晋太郎 氏
特別講演「メンタルヘルスセミナー」～レジリエンスを鍛える～
岡山産業保健総合支援センター  メンタルヘルス対策促進員　秋　鹿　悦　子 氏

２月13日（水）
ＪＦＥスチール㈱
　広江クラブ
（倉敷市広江４－１－１）

13：35～13：40
13：40～14：10

14：20～16：30

挨拶    　　　　　 　　　　　　　   和気労働基準監督署長　犬　塚　浩　司 氏
監督署指導「監督指導結果から見た労務管理上の留意点について」 

監督・安衛課長　矢　木　めぐみ 氏
特別講演
第１部「働き方改革セミナー」～ここが変わるポイントと注意点～
第２部「これからの時代の人材定着について」

　　　　　　　　～早期離職を防止して定着を図る方法～
　　　合同会社成川経営サポート／特定社会保険労務士　成　川　彰　浩 氏

２月27日（水）
岡山県安全衛生会館
（岡山市南区山田　　　

2315－4）

13：35～13：40
13：40～14：50

15：00～16：30

挨拶      　　　　　　　　　　　 新見労働基準監督署長　須々木　竜　紀 氏
監督署指導「法改正を踏まえた労務管理について」 

監督・安衛課長　景　山　恒　平 氏
特別講演「労務管理の基礎」～働き方改革へのＳＴＥＰ～

特定社会保険労務士／神田労務コンサルティング　神　田　　　豪 氏

２月22日（金）
まなび広場にいみ
　小ホール
（新見市新見123－2）

13：30～
14：30

14：40～16：50

挨拶　　　　　 　　 岡山労働基準監督署長　岡　田　康　浩 氏
監督署指導「働き方改革について」 第一方面主任監督官　岡　本　敦　子 氏
特別講演「小さな会社で儲かる生産性向上対策」

　　　　　一般社団法人岡山県中小企業診断士会  理事　大　西　　　修 氏

一般社団法人岡山県労働基準協会

岡山労働基準弘報12月号において会員受講料の表記に誤りがありました。お詫び申し上げます。

　この度は弊社岡山事業所に中小企業無災害記録証(銅賞)を授与頂き、誠にありがとうございます。
　弊社は精密測定機器、半導体及び液晶製造関連装置の製造・販売及び回転機器メンテナンスを行っている会社です。
　弊社では通常の安全活動以外に、『全従業員参加』型の安全活動も行っております。それは全従業員より安全標語や
ヒヤリハット、健康雑学を募集し、それを全社で共有する活動で、業務以外の面からも安全に目を向けてもらい、意識
向上に繋げております。今回の表彰はこれら長年にわたる活動が従業員一人一人に定着し、日々の業務にまでしっかり
浸透している成果だと大変うれしく思います。
　今後もこの銅賞に満足することなく、次は銀賞、金賞を頂けるよう、日々の安全衛生活動を徹底
させ、無災害記録を継続していきたいと思います。　　　

中小企業無災害記録証が授与されました！！
大宮工業株式会社岡山事業所（笠岡市みの越１）

三和技建株式会社（岡山市南区泉田３７６－１）

宮地 英治 代表取締役社長からのメッセージ

　この度は、進歩賞を授与いただきありがとうございます。
　無災害は会社が築いたものと表現するのではなく、会社と従業員が一緒になって築き、積み重ねた日々が形になったのだと思います。会社
はこれと言って、日々厳しい指導や座学等を行ってきたわけではありません。ただ、シンプルな当たり前のことを従業員と考え、行ってきた
結果だと思います。
　会社は、ごく一般的な指導をし、加えて、有給休暇の取得においての配慮、労務時間の管理、育児休暇、育児休業の周知や取得しやすい環
境の整備、子供のイベント、行事においての半期に一度のヒアリングと休暇予定表の作成、オンタイムとオフタイムが充実し、従業員とその
家族が安心して働ける職場環境の整備を常に行っておりました。また、従業員は各自が実作業における、安全への取り組みに最大限の努力を
し、日々取り組んできたことが結果になったのだと思います。従業員と会社の二人三脚は、どちらがおろそかになってもその歩みを止めてし
まうかもしれません。安全に対しての意識を日々継続し、努力し、さらなる進歩と成長を感じ取れる彼、彼女達をいつも
誇りに思っています。～夢を形に～　従業員と日々を積み重ねてこれからも無災害に取り組んでいきます。

茅野 匠 代表取締役からのメッセージ

宮地代表取締役社長

茅野代表取締役

　同社では、平成23年３月28日から無災害を継続し、平成28
年11月22日に記録（第三種・銅賞・1,500日）を見事達成し、
本年９月に中小企業無災害記録証を申請されました。このた
び、11月１日付けでその交付が決定し、12月19日、岡山県労
働基準協会において記録証の伝達式が行われました。
　伝達式では、同社 宮地 英治 代表取締役社長に記録証と記
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　申請事業場の業種は一般機械器具製造業、次回の「第四
種・銀賞・2,250日」も達成されますことを祈念いたします。
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のたび、11月１日付けでその交付が決定し、12月10日、岡山
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あなたの心で運ぶハート引越便

遠 藤 俊 夫
岡山県貨物運送株式会社
代表取締役社長　

〒700-0027 岡山市北区清心町4番31号
TEL （086）252-2111（代）
ホームページ  http://www.okaken.co.jp

■公園・環境エクステリア製品  ■住宅・産業用資材
■木材防腐資材  ■プレカット

田中信 行代表取締役　

事業主の皆様・有期労働契約で働く皆さまへ

※無期労働契約の労働条件（職務、勤務地、賃金、労働時間など）は、別段の定め（労働協約、就業規則、個々の労働契約）
　がない限り、直前の有期労働契約と同一となります。労働条件を変える場合は、別途、就業規則の改定などが必要です。

無期転換ルール、高齢者等の特例については、岡山労働局　
雇用環境・均等室（電話 086－225－2017）にご相談ください。

無期転換ルールとは ?

対象となる労働者

安心して働くための「無期転換ルール」とは？

雇止め
について

労務管理講習会（  2  月　　日　　　支部）受講申込書
《様式》 ＊7010

ご 担 当 者
職  氏  名

受講料

支

　払

　方

　法

円名分

①下記口座へ振込
　中国銀行　富田町支店
　普通　１６１３３８１
　一般社団法人岡山県労働基準協会

※申込書に記入された氏名、生年月日等の個人情報は、当協会が責任をもって保管・管理し、本講習の的確な実施のためにのみ使用します。

②窓口に持参
※講習当日はご遠慮ください※

日にを 月

２．受 講 料 　会　員　3,240円（消費税、資料代込）
　　　　　　　　 非会員　6,480円（消費税、資料代込）

３．申込方法　①インターネット申込
　　　　　　　　　 当協会ホームページからお申込ください。
　　　　　　　　　 会員IDをお持ちでない場合は、TEL（0 8 6）2 2 5－3 5 7 1へご連絡ください。
　　　　　　　　 ②窓口・ＦＡＸ申込
　　　　　　　　　 受講申込書に必要事項をご記入のうえ、各支部へお申し込みください。

４．そ の 他 　 

５．申 込 先　一般社団法人岡山県労働基準協会　各支部

岡 山 支 部
倉 敷 支 部
玉 野 支 部
児 島 支 部
津 山 支 部
笠 岡 支 部
和 気 支 部
新 見 支 部
安全衛生会館

〒700‒0984　岡山市北区桑田町15－28
〒710‒0047　倉敷市大島407－1
〒706‒0011　玉野市宇野2－16－5
〒711‒0921　倉敷市児島駅前1－100
〒708‒0022　津山市山下92－1
〒714‒0085　笠岡市四番町5－18
〒709‒0441　和気郡和気町衣笠954－1
〒718‒0011　新見市新見811－1
〒701‒0202　岡山市南区山田2315－4

（086）221－2160
（086）422－6230
（0863）21－2349
（086）473－1811
（0868）22－5454
（0865）63－3718
（0869）92－0876
（0867）72－0338
（086）282－6532

（086）227－1047
（086）426－6521
（0863）21－3334
（086）473－1870
（0868）25－2260
（0865）63－3735
（0869）92－0899
（0867）72－0317
（086）282－6506

ＴＥＬ 番 号 ＦＡＸ 番 号支部名 所　　在　　地

＜振込先＞中国銀行富田町支店　普通 　1 6 1 3 3 8 1
　　　　　一般社団法人岡山県労働基準協会

受付の後、振込み等の確認ができましたら、受講票を発行いたします。
キャンセルの場合、講習会前日までにご連絡があった場合に限り、事務手数料1,080円と
振込手数料を差し引いて返金いたします。事前にご連絡がなく、講習会当日に欠席の場合
は受講料の返金はいたしません。

岡山県労働基準協会 検索
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長

武田育男税理士事務所
岡山市北区東島田町１丁目２－５
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岡山事業所
〒704-8126 岡山市東区西大寺浜910
Tel.（086）943-2934　Fax.（086）943-4787

本社／〒7 0 9 - 0 6 2 5
　　　岡山市東区上道北方 6 8 8 - 1
　　　T E L （ 0 8 6 ） 2 7 9 - 5 1 1 1
　　　F A X（ 0 8 6 ） 2 7 9 - 3 1 0 7

津山ガス株式会社
取締役社長  　苅　田　善　嗣

岡山県津山市林田町9 2
☎（ 0 8 6 8 ）2 2 ─ 7 2 1 1

太陽綜合法律事務所

弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
弁護士
客員弁護士

近 藤 弦之介
藤 原　健 補
馬 場　幸 三
谷 口　怜 司
山 本　愛 子
山 下 　　綾
川 端 美智子
石 田　麻 衣
青 田 　　夢
永 山　皓 太
鹿 室　辰 義
岡 田　湧 介
石 島 　　弘

〒700-0901
岡山市北区本町6番36号
　第一セントラルビル2階
　TEL（086）224-8338（代）
　FAX（086）224-7555

（岡山弁護士会所属）
岡山県労働基準協会顧問弁護士

弁護士法人

老　田　正　道

ビジネスサービス 

～ つながる笑顔 ～　暮らし＆働きをサポートします

株式会社ＭＥＳファシリティーズ
代表取締役社長　　中谷　　勤

西日本事業部　     TEL（0863）31-3366（代）
玉野市玉２－11－１ FAX（0863）32-4466

営業種目
損害保険・生命保険・がん保険代理店、旅行
代理店、警備保障・防災設備点検、自動車
整備・販売、石油製品販売、トレーラホテル、
自動車教習所、宅地建物取引・住宅リフォーム、
駐車場賃貸、各種弁当・会席料理、各種印刷、
デジタル入出力サービス

三井造船特機エンジニアリング株式会社
マリン・メンテ事業部

取締役事業部長　横 田 盛 男

院
庄
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社

岡
山
県
津
山
市
二
宮
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〇
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二
一
一
一

TEL

生駒　要治

笠  岡  信  用  組  合
いつも地域と共に
　　「かさしん」は皆様のコミュニティーバンクです
本店／笠岡市笠岡2388-40
　　　TEL（0865）62-3100　http://www.kasaoka.shinkumi.jp
支店／金浦　東　本町　鴨方　井原　里庄　寄島　井原東
　　　岡山　倉敷　玉島　中庄　矢掛　岡山南　福山
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〒719-0301 岡山県浅口郡里庄町里見3121─1
　　　電話（0865）64─4131（代）
　　　http://www.s-takaya.co.jp/

限りない未来の創造へ

アサヒグループ食品株式会社　岡山工場

自然をいたわり
　         澄みきった

　　　　　    水と空気を守る

工業用ろ布製造

本社工場：
〒714-1222
小田郡矢掛町西川面433

岡山中尾フイルター工業株式会社

TEL 0866-82-1190
FAX 0866-82-0745

代表取締役社長 三 宅 慎 太 郎

おいしさの未来を、広げます。
〒

ヒルタ工業株式会社
晝　田　眞　三代表 取 締 役

会 長

昼　田　哲　士代表 取 締 役
社 長
笠岡（本社）工場
〒714-0062　岡山県笠岡市茂平1410
TEL（0865）66-3700（代）　FAX（0865）66-2888
http://www.hiruta-kogyo.co.jp

毎
週
火
曜
日
と
木
曜
日
10
時
か
ら
16
時

（
12
：
00
〜
13
：
00
を
除
く
）

労
働
問
題
相
談
日
の
お
知
ら
せ

会
員
の
皆
様
方
の
労
働
問
題
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
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右
記
以
外
の
日
程
ま
た
は
来
所
を
ご
希
望
の
方
は
、事
前
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

エレクトロニクスで
社会に貢献する

代表取締役社長　吉　岡　浩　文

Tel 0865-64-4771 Fax 0865-64-5163
http://www.sunlavieen.co.jp

「おいしい！」をキチンと

〒719-0302 岡山県浅口郡里庄町新庄3920

品川リフラクトリーズ株式会社
SHINAGAWA REFRACTORIES CO., LTD.

西 日 本 工 場
〒705- 8615 岡山県備前市東片上88

取締役工場長　有馬　慎弥

代表取締役社長 静  俊二郎

重質炭酸カルシウム

備北粉化工業株式会社
岡 山 県 新 見 市 西 方 704
TEL 0867－72－2158

 

健康診断は全衛連の労働衛生サービス機能評価の認定を取得

健康診断と
作業環境測定は、

労働衛生センターに
お任せください。

品質と精度管理には自信があります。
安心してご利用ください。

（一社）岡山県労働基準協会

☎086-281-4500  FAX 086-282-6548  
岡山市南区山田 2315-4（岡山県安全衛生会館内）

＊事例① 
　休業見込：４月　経験年数：18年
　発生状況：（新聞販売業）住宅へ朝刊を配達中、玄関先の雪の

かたまりを踏み足が滑り転倒した。
＊事例②
　休業見込：14日　経験年数：10年
　発生状況：（通信業）配達先で住宅の階段を降りていた所、 階

段が凍結して足が滑り、バランスを崩し尻もちをつ
いた。

＊事例③
　休業見込：10日　経験年数：20年
　発生状況：（運送業）大型車の積込み準備のため運転席から降

りた所、地面が凍結していたため滑って転倒した。

【参考】 岡山労働局では、「ＳＴＯＰ！転倒災害プロジェクト」を推進しています。
・労働災害の中で、転倒災害は一番多く約２０％を占めています。 
・岡山県内でも毎年１～２月に県北部で、路面凍結による転倒災害が多く発生しています。

【転倒災害防止対策のポイント】
①４Ｓ：歩行場所に物を置かない・段差をなくす
②転倒しにくい作業方法へ見直す 
③転倒危険箇所にステッカーを掲示し注意喚起する 
④作業に適した靴を着用、職場の危険マップの作成、時間に余裕を持って行動する

路面凍結による転倒災害（平成30年１～２月）

災　害　事　例

死　傷　災　害
（休業4日以上の死傷災害）

11月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数死　亡　災　害

11月末現在（速報値）
（　）内は前年同月比増減数

平成30年労働災害発生状況

林業
27人
（＋2）

貨物15人（＋1）

製造業
5人
（±0）

建設業
3人
（±0）

林業
1人（＋1）

運輸交通業
1人（－2）

その他
3人
（－1）

その他
1人
（＋1）

鉱業
0人（－3）

製
　　　造

　　　　　　 業　
　　　　　　503人
　　　　　　（＋13）全産業

1,837人
（＋106） 木建35人（－6）

　  建設業
         216人
              （＋7）

　  鉱業
　　4人（－2）

運輸交通業
315人（＋51）

その他の
事業
757人　
（＋34）　

業種別
13人
（－5）

はさまれ・
巻き込まれ
1人（－2）　激突され

0人（－1）

飛来・落下
0人（－1）

感電
0人（－1）

墜落・転落
2人（±0）

崩壊・倒壊
3人（＋1）

おぼれ
3人（＋2）

転倒
2人（＋2）

交通事故
　1人

　　　（－6）

事故の
型　別
13人
（－5）



（　）（　） ３１.１. 15 ３１.１. 1512 13─ 岡山労働基準弘報─ ─岡山労働基準弘報─

〒719-0301 岡山県浅口郡里庄町里見3121─1
　　　電話（0865）64─4131（代）
　　　http://www.s-takaya.co.jp/

限りない未来の創造へ
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　         澄みきった

　　　　　    水と空気を守る

工業用ろ布製造

本社工場：
〒714-1222
小田郡矢掛町西川面433

岡山中尾フイルター工業株式会社

TEL 0866-82-1190
FAX 0866-82-0745
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大芦高原（美作市） （写真提供：公益社団法人岡山県観光連盟）

新
年
の
ご
挨
拶

本
日
は
晴
天
な
り
！

　皆
様
、
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
年
も
労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　さ
て
、
本
年
は
い
く
つ
か
の
重
要
な
イ
ベ
ン
ト
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
五
月
一
日
に
は

新
天
皇
が
即
位
さ
れ
年
号
が
改
ま
り
ま
す
。
ま
た
十
月
に
は
消
費
税
が
十
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
上
げ
ら
れ
る
予
定
で
す
。
生
活
環
境
が
大
き
く
変
化
す
る
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
ね
。

　一
方
職
場
を
取
り
巻
く
環
境
も
大
き
な
変
化
を
求
め
ら
れ
る
一
年
に
な
り
そ
う
で
す
。

そ
の
中
で
最
も
皆
様
の
関
心
が
高
い
も
の
は
働
き
方
改
革
関
連
法
案
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
い
よ
い
よ
本
年
四
月
か
ら
本
格
的
に
導
入
さ
れ
ま
す
が
、
事
業
所
の
規
模
な
ど
に

よ
り
必
要
な
対
応
や
導
入
時
期
が
異
な
り
ま
す
。
事
業
所
ご
と
に
必
要
な
対
応
や
そ
の
時

期
に
つ
い
て
ご
確
認
頂
き
計
画
的
か
つ
確
実
に
実
施
で
き
る
様
ご
準
備
く
だ
さ
い
。
こ
れ

に
関
連
し
ま
し
て
私
ど
も
の
三
本
柱
で
あ
る
健
康
診
断
、
作
業
環
境
測
定
、
産
業
医
・
保

健
師
活
動
は
更
に
重
要
な
役
割
を
求
め
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
皆
様
方
の
ご

期
待
に
沿
え
る
よ
う
最
新
の
情
報
を
入
手
し
体
制
を
整
え
全
力
で
業
務
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　私
事
で
す
が
、
新
し
い
一
年
の
目
標
の
一
つ
に
運
動
時
間
を
増
や
す
と
い
う
事
を
設
定

し
ま
し
た
。
そ
ろ
そ
ろ
真
剣
に
ロ
コ
モ
（
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
、
昨
年
十
月
の
弘

報
を
参
照
く
だ
さ
い
）
予
防
を
考
え
な
く
て
は
い
け
な
い
と
思
い
、
最
低
限
現
在
の
筋
肉

を
維
持
で
き
る
、
あ
る
い
は
頑
張
っ
て
筋
肉
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
程
度
に
運
動
量
を

増
や
し
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ん
も
色
々
な
目
標
設
定
を
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
ぜ
ひ
健
康
に
関
す
る
目
標
も
一
つ
加
え
て
頂
き
健
康
な
毎
日
を
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

　さ
て
、
今
年
の
干
支
は
己
・
亥
（
つ
ち
の
と
・
い
）
の
年
だ
そ
う
で
す
。
己
は
草
木
が
十

分
に
生
い
茂
っ
て
整
然
と
し
て
い
る
状
態
、
亥
は
草
木
が
枯
れ
落
ち
て
、
種
の
内
部
に
草

木
の
生
命
力
が
こ
も
っ
て
い
る
状
態
を
意
味
す
る
よ
う
で
す
。
一
方
最
近
、
何
か
と
悪
者

扱
い
さ
れ
て
い
る
猪
で
す
が
本
来
猪
肉
は
栄
養
価
が
高
く
病
気
予
防
に
な
る
こ
と
か
ら
、

無
病
息
災
の
象
徴
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。
ま
た
風
水
で
も
猪
は
、
無
病
息
災
の
象
徴

で
、
目
標
に
向
か
っ
て
猛
進
し
て
い
く
人
を
助
け
る
「
火
の
神
の
化
身
」
と
さ
れ
て
い
る
と

の
事
で
す
。
己
・
亥
の
今
年
は
健
康
な
毎
日
を
送
り
、
次
へ
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
し
っ
か
り
蓄

え
る
こ
と
が
で
き
る
年
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
安
全
・
健
康
で
充
実
し
た
一
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り

い
た
し
ま
す
。

　労
働
衛
生
セ
ン
タ
ー 

所
長
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労働安全衛生関係

免許試験日程
平成31年２月から４月までの間
に当センターで実施する学科試験
の日程は、右記のとおりです。

また、受験資格等については、
中国四国安全衛生技術センター
〒721-0955　広島県福山市新涯町2-29-36

    ☎ 084－954－4661に照会して下さい。
インターネットアドレス　　　　　　　　　　
http://www.chushi.exam.or.jp/

試　  験　  の　  種　  類

特 級 ボ イ ラ ー 技 士
一 級 ボ イ ラ ー 技 士
二 級 ボ イ ラ ー 技 士
特 別 ボ イ ラ ー 溶 接 士
普 通 ボ イ ラ ー 溶 接 士
ボ イ ラ ー 整 備 士

移 動 式 ク レ ー ン 運 転 士
揚 貨 装 置 運 転 士
発 破 技 士
ガ ス 溶 接 作 業 主 任 者
林 業 架 線 作 業 主 任 者
第 一 種 衛 生 管 理 者
第 二 種 衛 生 管 理 者
高 圧 室 内 作 業 主 任 者
エ ッ ク ス 線 作 業 主 任 者
ガンマ線透過写真撮影作業主任者
潜 水 士

限 定 な し
ク レ ー ン 限 定
床 上 運 転 式 限 定
限定免許解除試験

クレーン・
デ リ ッ ク
運 転 士

４月

16

10
10
10

19

23
23

5

２月

15
20
1
1
14
21
7・21

5・19
5・19

8

３月

6

14
14

5

9・20
9・20

7

★には、更に実技試験があります。
平成31年

★
★

★

★
★

労働災害－災害事例・統計－
本日は晴天なり！

13
14

新年のご挨拶
安心して働くための「無期転換ルール」とは？

3
9

新年を迎えて
第31回岡山県ゼロ災運動研究集会を開催
墜落制止用器具を用いて行う作業に係る業務に係る
特別教育のご案内
年末年始労働災害防止決起大会（倉敷）
年末年始労働災害防止推進大会（笠岡）
中小企業無災害記録証を授与
平成30年度労務管理講習会のご案内

2
4
4

5
5
6
7


